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4. 研究課題の概要（300字程度） （申請書から変更がある場合は、変更点が分かるように明記してください） 

本研究課題は、京都・鴨川に関する古写真を軸にしたデータ基盤「鴨川古写真 GIS データベース」を構築

し、河川環境の変遷を読み解きながら鴨川と人々との関係史（主に近現代）を解明することである。これまで、河

川環境を対象とした古写真の系統的な収集および分析手法は未確立であった。鴨川においても景観の変遷を

古写真から明らかにする研究は少ない。そこで、近現代の京都に関わる古写真のデジタル・アーカイブを進め

ている立命館大学アート・リサーチセンターの古写真データベースを活用して、鴨川が映る古写真の撮影地点

や写真に映る地物を同定して GIS データ化することで、河川環境の変遷を時系列的・空間的に分析することが

できるようになる。加えて、関連機関と連携して鴨川に関する古写真データベースの拡充も図る。 
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5. 研究成果の概要 （この項は、本センターのホームページ・紀要等で公開することがあります） 

本研究の 2021 年度の研究成果として、以下の 2 点にまとめられる。 
【１.写真データベースの更新】 

2021 年度は 2018・2019・2020 年度にプラットフォームとして構築した「京都の河川景観 写真データベース」

を用いて、掲載した写真の撮影地点を同定し、橋ごとに分類し、時系列に整理した。また、年代や撮影地点の

異なる絵葉書類も新たに入手し、写真データベースの更新を図った。 
【２.鴨川の景観変化の分析および GISデータ化】 

各自で「京都の河川景観 写真データベース」の分析を進めつつ、Zoom を用いて鴨川景観研究会を 4 回

実施した。最も古写真や絵葉書数が多く、幅広い年代のものが揃っている四条大橋を中心に分析を進め、河川

敷の利用のあり方や川との距離感の変化などを読み解いた。さらに、鴨川の景観変化を追うための GIS データ

作成にも着手し、まずは撮影地点の特定を概ね完了した。次いで、古写真等に映る地物の情報を読み取り、

GIS データ化するための議論も重ね、次年度本格的な GIS データを作成する目途が立った。また関連して、

2021 年度は、鴨川に関する年表や文献リストなど共同研究を進めていく上での必要な鴨川に関する基礎デー

タの収集・整理にも着手した。 
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